
　
高
齢
者
に
対
す
る
特
殊
詐
欺
な
ど
の
被

害
を
未
然
に
防
ぐ
取
組
と
し
て
、防
犯
機

能
付
き
電
話
な
ど
を
購
入
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象（
次
の
要
件
の
ほ
か
、市
が
定
め

る
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
で
次
の

全
要
件
を
満
た
す
方（
疾
病
そ
の
他
の

理
由
に
よ
り
機
器
を
購
入
で
き
な
い
場

合
は
、同
居
で
生
計
を
一
に
す
る
世
帯

員
も
申
請
可
）

▼
補
助
額（
1
世
帯
1
台
限
り
）

　
固
定
電
話
機　
上
限
1
0
，
0
0
0
円

　
外
付
け
録
音
機　
上
限
5
，
0
0
0
円

▼
申
請
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、窓
口

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

12
月
27
日
㈮
ま
で

問・申
請
(市)
生
活
安
全
課

防
犯
機
能
付
き
電
話
機
な
ど
の
購
入
を
補
助

防犯
　
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
に
あ
る

カ
ッ
プ
ル
か
ら
の
届
出
を
市
が
受
理
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
制
度「
三
木
市
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」を
導
入
し
ま
し
た
。

　

本
制
度
に
よ
り
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
に
あ
る
方
が
、

日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
手
続

き
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象
　
一
方
ま
た
は
双
方
が
市
内
に
住

所
を
有
す
る（
転
入
予
定
を
含
む
）18
歳

以
上
の
同
性
カ
ッ
プ
ル
や
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
に
よ
り
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
、

あ
る
い
は
で
き
な
い
カ
ッ
プ
ル

▼
利
用
可
能
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
例

·
公
営
住
宅
の
入
居
申
し
込
み

·
公
立
病
院
で
の
面
会
、
病
状
説
明
、

手
術
な
ど
の
同
意

·
公
立
保
育
所
·
認
定
こ
ど
も
園
の
送

迎
な
ど

問
(市)
人
権
推
進
課
　
☎
8
2ｰ

8
3
8
8

申
請
(市)
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
8
9ｰ

2
3
3
1

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入

くらし

し
尿・ご
み
収
集
に
関
す
る
連
休
中
の
注
意
事
項

ごみ
環境

●
し
尿
収
集

4
月
29
日
㈪
、5
月
3
日
㈮
、6
日
㈪

お
よ
び
土
日
は
し
尿
収
集
を
行
い
ま
せ

ん
。
便
槽
貯
留
量
を
確
認
し
、早
め
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

問・申
込
(市)
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
8
3ｰ

2
2
1
2

●
ご
み
収
集・持
込
み
受
付

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は
土
日
を
除

き
、通
常
ど
お
り
定
期
収
集
お
よ
び
持
込

み
受
付
を
行
い
ま
す
。な
お
、吉
川
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
は
可
燃
ご
み
の
持
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

▼
日
時

4
月
29
日
㈪
〜
5
月
3
日
㈮
、

6
日
㈪

　
　
　
午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分
、

　
　
　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

問
(市)
清
掃
セ
ン
タ
ー
　
☎
8
3ｰ

2
6
0
8

省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
替
え
に
最
大
2
万
円
を
補
助

環境
　
電
気
料
金
高
騰
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の

影
響
を
軽
減
し
、地
球
温
暖
化
の
原
因
と

な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
図
る
た

め
、家
電
を
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
も
の
に

買
い
替
え
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象　
市
内
在
住
で
市
内
の
店
舗
で
新

品
の
省
エ
ネ
家
電
を
購
入・設
置
す
る
方

▼
対
象
家
電〔（
）は
各
家
電
ご
と
に
設
定
さ

れ
た
省
エ
ネ
基
準
達
成
率
と
目
標
年
度
〕

·
エ
ア
コ
ン（
2
0
2
7
年
度
ま
た
は

2
0
2
9
年
度
で
1
0
0
％
以
上
）

·
テ
レ
ビ（
2
0
2
6
年
度
で
1
0
0
％
以
上
）

·
冷
蔵
庫（
2
0
2
1
年
度
で
1
0
0
％
以
上
）

●
詳
し
く
は
、店
舗
で
表
示
さ
れ
て
い

る「
統
一
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
」や「
省
エ

ネ
型
製
品
情
報
サ
イ
ト
」を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
額
　
5
万
円
以
上
購
入
し
た
場

合
、
購
入
額
の
20
%
を
補
助（
上
限

2
万
円
）

▼
購
入
対
象
期
間

6
月
1
日
㈯
〜
12
月

31
日
㈫

▼
申
請
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、窓
口

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

6
月
3
日
㈪
〜
令
和
7
年

2
月
28
日
㈮

問・申
請
(市)
環
境
政
策
課

令和 6 年度 三木市教育の基本方針を策定

1　「未来を創る教育」を進めます

　社会構造の急速な変化や急激な少子高齢化が進む中、一人一人が持続可能
な社会の担い手として、質的な豊かさを伴った成長を遂げることが期待され
ています。
　人生のさまざまなステージで学び直しや学び足しをし、自己実現に向かっ
ていくためには、就学前教育、学校教育、社会教育の各段階において、最適な
学習環境の整備が不可欠です。
　市民の皆さまとともに、持続可能な社会の創り手を育てるため、次の2点を
重視し、三木市の教育を着実に進めます。

　人生100年時代と言われるようになった現代において
は、学校卒業後も知識や技術を時代に合わせて適応させて
いくことが求められます。
　そのためには、学び方を習得し、自分に合った学び方を
見つける力が必要です。学校は、新しい学習スタイルを取
り入れ、個別の学び方を提供し、協力して学ぶ環境を整え
ることで、児童生徒が自ら課題を見つけ、解決する能力を
育てます。

「主体性・協働性・創造力」
の育成

2　「生涯にわたる学び」を支えます
　医学の進歩や健康習慣の向上により、高齢者も元気な生
活を送れるようになりました。これにより、一つの人生ス
テージだけでなく、複数のステージで新しいことに挑戦す
るチャンスが増えました。
　今後の社会では、従来の定年制度に縛られることなく、
人生設計を考えられるようになるため、個別の希望やニー
ズに合わせて学びを続けていけるよう、学習環境を整え、
学びを支援します。

「多様な学び・継続的な学び」
の支援

詳しくは、ホームページ（カテゴリーメニュー ▼「三木市教育の基本方針」）または、
市民活動センター、各市立公民館、総合隣保館で配布している冊子をご覧ください。
問 (市)学校教育課・(市)人権推進課

「多様な学び・継続的な学び」
の支援

の育成

▲対象製品情報　
　などはこちら

▲ホームページ　
　はこちら

▲ホームページ　
　はこちら

みっきぃナビ

健
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ビ

施
　
　
設

教
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座

催
　
　
し
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